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中国のスギ花粉症 : 日中共同研究の 10 年間のあ ゆみ 
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1995 年から始まった 日中の共同研究プロジェクトであ る「中国におけるスギ 花粉症の 

実態調査とその 対策」は、 中国のアレルギー・ 花粉症研究分野での 最大規模と形容できる。 

これまでかく っ かの研究成績をあ げている。 

スギ花粉症 (Jap 皿 esec 田町 p0 Ⅲ nosis) は日本独特の 花粉症だとされてきたが、 日本 スギ 

り ・ J. 四 。 田 。 めと同一の性質をもつ スギ ( 柳杉 ， C. 舟れ 加乃 ei) の 植生が中国でもみられ、 花 

粉 症の原因となっている。 1998 年春に 、 我々によりスギ 花粉症の第 1 症例を南京市で 発 

見し、 日本以外の国における 初めてのスギ 花粉症を報告していた。 そして、 我々は中国産 

と 日本産のスギ 花粉を走査竜頭 で 観察し、 花粉形態学的な 相違はほとんど 認められなかっ 

た 。 さらに、 日中両国で採集したスギ 自然林の針葉を 遺伝学的解析した 結果、 両品種を別 

種に分類する 必要性が示されなかった。 

2001 年に行われた 我々のチベット・ラサ 市 小中学生を対象とするアレルギー・ 花粉症 

疫学調査において、 スギ花粉に対し 陽性反応を呈する 被験者が存在した。 スギ花粉は 、 標 

高 3 、 640 メートルの調査 地 には存在しないものと 想像されていたが、 この事実により 現地 

は はスギ花粉もしくはそれと 同一の抗原性を 有する花粉の 存在が疑われた。 そして 2004 

年の我々の調査から、 チベットには 樹齢 2500 年と伝えられるヒノキ 科 巨木の植生してい 

と る が確認できた。 この植生地はラサ 市 より約 400 キロ東側の林芝地区に 存在したが、 
これ以外の地域にもヒノキ 科 植生地の存在は 推測できる。 スギ花粉と共通抗原性を 有する 

ヒノキ 科 花粉がラサ 市 まで飛散しており、 ラサ市のスギ 花粉陽性 何 がその影響を 受けてい 

る 可能性も否定できない。 

一方、 我々は中国産スギ す なむち 柳 杉の花粉 ェ キスに反応し 花粉症の典型的な 症状を発 

生する日本人症例の 存在することを、 2004 年に世界で初めて 明らかにした。 スギ花粉症 

の人は中国産スギ 花粉にも反応して 発作を引き起こすことを 証明し得たわけで、 これはっ 

まり C ゴ叩 。 ㎡ c ロと C. 加功 卯 ei が同一層同一種であ ったことの 再 確認、 と言える。 

文献的には、 中国においても 自生する スギ のほかに、 植栽された スギ の存在が明記され 

ている。 これら人工的に 植栽された スギ の成長に伴い 中国でもスギ 花粉の飛散量が 増加し 

日本と同様にスギ 花粉症が公衆衛生問題になるであ ろうと考えられ、 今後の定期的な 疫学 

調査を企画している。 


